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以上の結果を考訳すると,a'-Cl.C.はa-Br.C.A:

りも鼠点は高いにもかかわらず明らかにイポタ蚊の浴

'敵点を降下せしめる率は大であり.相互沿胴性に富む

ものと思われる.しすごがって昆虫皮肘姐物矧 こ対して

も澄還仕は大であり,殺虫効力も強いと推論せられる.

要 約

1. 持脱臭京化合物 a-Br.C.および a,d-Br2.C.

を合成しその殺虫効力を試験した.

2. アヅキゾウムシ成虫に対する浸出法による接触

的招性効果は極めて弱いものであり,異系含有盃によ

る差矧 ま見られなかった.しかし田脳自体よりはやや

効果があった.

3. ミカンノアカダニ成虫に対する浸出法による殺

ダニ試験結果はかなりの効果があり,臭黙含有丑に比

例して増加するが DNA,Ovotranにはおよばない.

4. ミカンノアカダニ卵に対する浸訳法による殺卵

試験紙恥 ま極めて弱く,臭素含有虫の少い方がやや強

く,田脳自体よりもやや効果があった.

5. イポタ増に対する α-Br.C.の混合による浴融

点降下率は a′-Cl.C.の場合よりもかなり小さく,

したがって α-Br.C.はイポタ蝦に対して浴解性は低

く,殺虫効力の弱い原因も昆虫皮膚墳物矧 こ対する蕗

適性の小なることにもよると推論した.

終りに本研究に当り,終始御指導を賜った京都大学

出学部井上吉之教授,ならびに実験に御厚志と抑政宜

を与えられた三共株式会社野洲川工場艮和田富沼氏,

および同製剤試製課長沢田吉-氏に深く謝意を表する.
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TheinsecticidaleffectoEsynthesized bromo･

camporI α-bromocamphorandα,α'-dibromocamphor,

wastested･Thecontactpoisoningeffectagainst

theadultsoftheazukトbeanweevil,Callosobru･

ChzLSChinensisL･,inlaboratorytestsbythellSual

dippingmethodshowedverylow toxicity. The

acaricidalandovicidaleffectagainsttheadultsand

eggsofthecitrusredmite,MeLaEeLTlanyChuscELnl

McGregor,onthetrifoliateorangein一aboratory

testsbytheusualdippingmethodwasalsovery

low,buttheacaricidaleffectwasslithtlylligller.

Thereason, thatthebrom｡camphorhadvery

low 'toxicitywhiTethechlorocamphorshowed

heigh toxicity,willbeduetothLeoriginaltoxicity.

Besides,yesupposed.thatitdependedonthe

differenceofthepenetrabi一ityforthe三msectwaxy

layer･Therefore,wetestedthemutualsolubility

betweenChinesewaxandtoxicant.Themutual

solubilitywasmeasuredbymeltingpointoEChinese

waxand10Ⅹicantmixtllre,andfrom theTeSulL

theloweringofmeltingpointanditspercentage

wascalcu7atid.

･Itwas foundthatthepercentage w王ththe

α′･chlorocamphor-waxmixturewaslligIlef血an

thatwith thea-bromocamphor-wax mixtureand

thevaluewereproportionalto theinsecticidal

effect.So,thereasonthattheinsectiddaleffect

ofa･bromocamphorwaslowerthanthea'-chloro-

campI10r,Was一owsolubilityfortIleinsectwax.

Thatistosay,α-bromocampl10rIlaSlowerpene･

trabilityfortileinsectwaxy layerthan¢′-chlo･

rocampho∫. '

Notes0mSomeDiplcrollSPcSt80fEconomicPlallt8inJapan.KenjiKoIZUM (Entomological

Laboratory,FacultyofAgricu一ture,OkayamaUniversity,Okayama).ReceivedJam.26,1957.

Botyu-Kogaku,22,223-226,1957,(withEnglishresum色,226).

39. 数種の双鞄 日長鼠馨害虫について 小泉誠治(岡山大学 Ei学部 寄山学研究壷)32.1.26受理
I
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謹 ん で 泰 川 忠 昔 博 士 の せ 綿 を 祝 賀 し 奉 る.

双週日に屈する末だ知見の不充分な出図整百出4科5超の学名,形ぼ,生ifl]･史, 及び分布などに閑

し若干の新知見を加えた.

Slratiomyiidaeミズ7プ科

ML'cl･OChrysafZavivenlris(Wiedemann,1824).

ハラキンミズアブ.(松村,1915): 岡山県Iり上郡大

賀村のタバコ耕作組合より,同地のタバコ苗床に毎年

3月初旬,多数発生し,タバコの助苗を土際部より食

害して枯死させる苦虫として,岡山タバコ試験場の大

島技師を通じて鑑定を依頬きれたものは,調査の結果

上記の柾の幼虫であることが分かった.

1954年3月18日送附されて来た幼虫はすでに熊令でi

間もなく幼虫体皮内に化蛸し,いずれも室温で5月上

旬 に羽化 した1.本属及 び近縁 の諸屈はいず れ も

sapropllagaで, この場合も苗床への堆肥と共に,那

か初期幼虫がもち込まれたものではないかと考へられ

る. Eulalia gaTaEas(Walker)や SEratiomyz'a

j上砂onicavandenWulpのような水棲の本科幼虫が

稲苗代に多発し加害した例は多いが,陸棲の幼虫が良

作物を加害した例は少なく, ChloromyL'aformosa

Sdlrank4)が ドイツでカブを, Mt'crochlTSaPoIL'b

LinTI.ll'137がバラ種子を加冒した記録があるのみで,

いずれも偶発的な苦虫と見られる.本種はインド,セ

イロン,ジャバ,台湾,沖縄,日本 (本州,四国,九･

州)より知られ,我国では最も普通な柾であるが,幼

虫の記主剤まないので以下に図示する.

幼虫 第 1図 (A-D): 体長 7.2mm.幅 211mm,

上下に届平で厚さは 1.2mm.全体灰虫色で両体帆 こ

淡黒褐色の縦斑が走る,各体節には10本の透明な軟刺

毛を生じ,体皮には蜂出校様の微細構造がある (窮 1

図,B).MicTTOChヮsa屈では, ヨーロッパ,北栄D

M.politaL.10)と,フイジ-, サモアよりの M.

maximaBezzi3,の幼虫が知られてt､るのみであるが,

これ等と極めてよく現似し,特に前者とは一般体形が

よく似るが,頭部及び腹部末端節 (第 1図C.D)の

構造や刺毛の配列により区別し得る.

PhtyStOmidzLeヒElクチバ工科

Rivellt'aaz･icalt'sHendel(1934)ダイズコン))ウ

バエ (杉山･望月,1949).: 杉村19'は滋賀で大豆及

びカウピ-の般癌を加告する Trypetidaesp.を報じ,

その各虫層を記載図示し,岩手その生態をも述べた.I

この報文は当時かなり興味を持たれたようで 2,3の

'新聞記事や抄録が昔相次いで出た.しかし,その後こ

の苦虫について報じたものはなく,碇かな学名も未決

兼中国合同新田 1939,ⅠⅩ.8, 昆虫世界 43,282

(1939),教育凸芸 8(5),93(1939).
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Fig.1. ML'croch1DlSaPaviventrz'S(Wiede･
mann),I.arva.A,dorsalviewoflarva;B,

beeIlivelikemicropattemon一arvalepidermis;
C,headcapsule;D,terminalsegment.

定であった.

杉山 ･望月20日ま北陸地方の大豆苦虫を調査し,根痛

を加苔するものとして新潟より{ダイズコンリウバエ

(仮称)Rt'vellt:asp･を詳細に報じた.その後,桑山147

により木柾が我国各地に分布し,大豆根痛を苔するこ

とが明らかになったが,学名に関してはこれ以上,調

べられていない.

各地の標本を調査の応札 ■上記のものであることが

分った.本種は中国四川省より唯1頭の堆により記載

され6･8･9㌧ その後,何等の知見もなく,我国よりはこ

れが初記録であるが,投も普通な超で,次の地点より

標本を得ている.北海道 (月寒), 本州 (弘前,大曲,

盛岡,米沢,福島,東京,金沢,福井,静岡,岐阜,

京都,大阪,岡山 広島,徳山 米子), 四国 (高松,

徳島), 九州 (福岡,宮崎). 本種に極めて近い R.

cldt's Hende16' が対馬より記載き中,その後,北

支8,]5)よりも報ぜられているが,これに当るものは未

だ得ていない.

RivellL-abast'larisWiedemann(1830),ムネアカ

マダラバエ (素木',1932) (--ダイズキイロコン7)ウ

バエ,杉山･望月,1949): 杉山･望月20)は前極に

混じて軽く,少数発生するものとして,ダイズキイロコ
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ンTJウ '̂ェ (仮称)学名不詳を報じたが,この方は記

苛式が'全くJなく,いかなるものか不明であった.望月氏

の御好志で当時の接木を調べさせて頂き,上記の唖で

あることが分った.

従って本荘の幼虫が大豆の根府を食することが知ら

れたわけで,他にHoffmanl!Jは南文の広粥でナスの

只実より本柾を得た記録がある.本科昆虫の幼虫の生

77;'状腿に関する知見､は極めて少いが,大体saprophaga

で,従って,特定の拾物の特定の部分を加告するので

はなく,若干因りか つゝた植物質には広く発生し,そ

の際, 生柾物をも加告するものと思われる. 北米の

R.viridulansR.D.!) は因った水仙球に発生する

ことが報じられている.

本樫も斑普通種で本州以南の各地及びセイロン,ス

マトラ,マレー,南支,フイ))ツピン,台湾,フィジ

ー,サモアに分布する.

Trypelida色ミバエ科

TlyPeEaln'fasciataSh王raki,(1933) ミスジハマ

ダラバエ (素木,1950): 荒木IS)によると,幼虫は

ゴボウの花矧 こ寄生するとあるが,､これは何かの聞違

いであろう. 本校はその成虫形態が T.arEeml'sl'ae

Fab･ に極めて似ている如く,幼虫習性もまた研似し,

イエギク,ヨモギ類など,菊科植物の leaf-minerで

あって,岡山あたりではイエギクにかなりの被告があ

る.mineの形状は T.arLemLIsiaeFab. のそれと

殆んど区別できない blotch-mine(節2図D.)で,

岡山で拝5月上旬に3令幼虫が見られ, これは中旬に

は土中に入って化琉し,6月中旬に羽化し,iEiちに産

卵し幼虫が現われるが,それ以後の観察を欠いている,

沼袋された菜はその後,招縮し,落窮する.

｢ 千 ._∴

F三g.2. TナつやeEatrifTasciataShiraki,hrva.

A,cephalopharyngealsclerites;B,poster王oT
splraCle; C,anteriorsplraCle; D,mineon
leafofChヮSanEhemum.

本極の幼虫も未知であるので以下 に図示する.幼

也 :体長,I6-7mm,醗白色で少し茄色味あり.口鈎

(第2図,A) は1歯で, 前気門 (節2図,B)の気

門小孔は3個,中央のものは側方に突出する.後句門

(邦2回,C)の気門小孔は13個で長型,煩 :体長,
l

郡 由 巻-I

'3.5-4mlも,帆 1.8-2mm,淡茄色.

AgrotllyZidacモグリJ{工科 . /

MetatJagl･OWLygaWCbsteri(Malloch, 1913) フ

ジタマモグリバエ (改称)(-フジノ‥タマバエ 名和,

1914): 本掛 ま我国よりロスアンゼルス向に送られ

たフジに寄生していたものが,1912年3月上旬,サン

フランシスコの拾物検安の際に発Fiき中,An undsenT'
によりその摂略が帝ぜられた..その際にはAldrichに

よりヤナギ_Wの技にゴールを作るAgTTbmyzascFlLlncfi

Giraudと誤って同定きれたが,翌年 M早目och]6'はこ'

机を訂正し新手乱 AgromygαWebsteriMallochとし

た.次いで Hendel7'はこれを MelanagroTny3Eaに

移し現在にいたっているが, 確が国からは名和1;)が

Am undSenの報文の抄録を行ったのみで, 国内での

分布状態や生活史などは全く不明であるので,政男iL

えた 2,3の点を述べる. 一

周内位田:Hendel7)は彼の旧北種の検采夫には入

れ柑 なか.ったが, M･heEachaeLa の グループ

(Enderlein,19361の屈,HexomyLW)に入るだろう

tとを指摘したが,これは正しく,同グループ内では

M.sarothamnt'Hendel,1923及び M.orbL'dJtaELi

Hendel,1931､に近いが,これ等より著しく大型であ

ることや,超脱により相迎する.本柾成虫は班長 3.5

-1mm,体長 3.5mm あり, 本科成知柾の巾でも最

大柾の1つである.M･orlbimlataの習牲は不明であ

るが,M.sarothamnF'は本柾と同じくマメ科のエ主

シダの枝にゴールを作る点でも相似ている.幼虫 :柿

長 4･3mm 前後, 白色短大の肥満型で,ゴールより

取 り出した幼虫は飼甜し柑ない: 口鈎 (節3図,A)

は左右不同で,右何は楳めて小型,左何は大型で先端

Fig･3･ MelanagromyzawebsEeri(叫alloch),
Larva.A,cephalopharyngealsclerites;B,

anteriorspiracle;C,posterior,spirpcle;D,I
callsontwigsofWt'sEaria(g,ga17;p,pupa).

/
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4

に1歯のみ,口鈎11･部に大型の賀状鞍がある.前気円

､(第 3図,C)は体表面より陥没し,7個の気門小孔が

ある.後気円 く第3図,B)は体表両より僅かに陸起

し,3個の気門小孔がある.体節問には特記すべき放

射列はない.節 : 体良,3.7mm 前後,幅及び体高

は共に 1.4mm 前後,半透明で淡黒色を符びる. 体

節頃界繰上には幼虫時には全く見ら'れなかったW.色の

小キチン板が点刻状に配列する.

生活史 : 年 1回の発生で,成虫は4月上旬に羽化

･し;2年生の小枝上の菜芽の下部に産卵する.喰入し

た幼虫により芽の下部の,gl綴中にゴールを生じ,10月

迄ゴールは肥大して径 8mm程度の球壁ゴールとなる

(第3図,D).

11月下旬には幼虫は老熟し,ゴールの下部に脱出孔

･を作 h化成する･病状でゴ-)I,円に題卑し,翌春4月

に羽化する.ゴール内の虫宝は髄屑に及び,成虫の羽

化脱出した後は,虫室内に菌塀が寄生して腐朽するこ

とが多くこの部分より折れやすくなる.分布 :次の地

点のフジのゴールより本種を得た.本州 (米沢,福島,

京都:･大阪,.岡LLT,-広島), 四国 (古松,徳島).

Flick51によれば, その後アメリカには定着しなかっ

たと云う.
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InthispaperthetaxonomicandbiologiPalムotes

are given totthe following fivelittle known

D王pterouspests.

1. MicrochTySaflavt'ventrLIs(Wiedmann),

(Stratiomyiidae)

Oneofthemostcommonspeciesbutthe一arval

morpl1010gyandbilogyhavenotbeenknown.A

largenumber()flarvaehavebeenobservedina

tobacco nursery in Okayama Prefecture and､

infested.theyollng tobaccop7ants.Thismight

havecometothetobacconurseryineggoryoung

一arvalstagesaccompaniedby′thecompost･ーThe

larvaisillllStratedinFig.1.

2. Riでellt'aapicalisHendel,(Platystomidae)

A rootnoduleinfestingfly'ofthesoybeanor

thecowpeawhichhasbeenreportedbySugimura19)

as Tw eEt･dbe sp･ and by .SugiyamaJand

Mochizuki℡0)a_sRivelliasp･isidentifiedwiththe

labovespecies.Thisisthefirstrecord ofthis

speciesfrom Japan, butthe species is very

commonand widely distributedfrom Hokkaido

toKyushyu.Theadu一tflyfeedsonaphid dew

anddepositsllereggsatillerootOfthehost

plantandthelarvacrawlsdownthrough thesoil

andeats･from onerootnodu一etoanother.

3. RivellL.abasz'lari;(Wiedemann),

(PIatystomidae)

sugiyamaand Mochizuki壱O,notedanotherroot

nodu一einfestingflyofthesoybean,butitssyste･

maticalpositionhasnot̀beendetermined. After

examination of tIle f一y receivedfrom Mr.■
MQChi2:uki,thisis identified with･the above

spec王es･Thelarvalュasbee!1Observedin small

numbersmixedwiththeprecedingspecies王nthe

-soybean root noduTe. Hoffman121 reared this

speciesfrom thefruitofegg-p一antatKangton,
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China･Probably thisissaprophagusinmture

andsometimesmayinfesHhelivingplanttissue.

4･ TTyPetaLrifoscL-atashiraki,(Trypetidae)

ShirakilS)notedthatthelarvaofthisspecies

minesthef一owerheadofATIELL',Llnbz,j･ae,but

thenotemighthavebeen concerned with some

otherspecies･Thisspeciesisclosely re一atedto

EuropeanT.arEemls,'aeFab.,bothinmorphology

and'biology, the larva minesthe leaves of

ChTySanEhemum or､ArEemisL'aand sometimesa

considerabledamageofthecultivated CILTySan-

.ihemiLmhasbeenobserved.Thelarvaisiuustrated

inFig.2.

5. MelanagromyzawebsEeli(Malloch),

(Agromyzidae) /

Thisspecieswasdiscoveredin Americafrom

thegallsontwigsofWL'staria_whichwasimpor･

ted from Japan. AltI10ugh to fate no exact

distributionalrecord of血isspecies lュas been

reportedEroniJapan, theorigimlhabitat,this

speciesisverycommon on wi一dand cultivaled

lVL'stal･L'ainHonshuandShikoku. The species

isclosely related to EuropeaTM･sarothamni

Hendel, agallmakerontwigsofSal･OLhamun

scoj･arL'usL.Thisspecieshasonebroodayear,

theadultemergesfrom thegallin Apriland

depositshereggsundertIleleafblュd, thelarva

minesinthetisstieandthega一lgrowsgradually,

inDecemberthelarvapupatesandhivernatesin

thepupalstageinthegal一.Thelarvaisillus-

tratedinFig.3.

AtlOlllCr耳videnceforthe'trans･ConfigumlioI10faSlDJ'mctllyISOrhicAcid.Yu2:0IMItIYf:,

ToshioSuGITAandMinoru OEIh･0 (TakeiIAboratory,InstituteforChemica一Research,Kyoto

University, Takatsuki)Received Feb.7.1957.Bo砂u･Kagaku,22, 227-2291957, (wi(h

Eng一ishresume,229).

40. a8･D三methylsorhicAcidの irans･Configu-tionに対する化学的証明半 井上雄三･杉

田利夫 ･大野稔 (京都大学 化学研究所 武居研究室)32.2.7受理

心 か ら 春 川 底 舌 博 士 の 青 緑 を 御 祝 い 申 上 げ る.

Meth'ylα8-dimcthylsorbate(ⅠⅠ)に過安息香軌 稀疏軌 四前徴乳 迫田強を塀次に作用さ平る

と,ⅠⅠの γGニ式結合に選択的に憩化が起り,それぞれの階程で methy17,6-epoxy-α8-dimethy]･

Aa-hexenoate(ⅠⅠⅠ),methylye･dihydroxy･a3-dimethyl･Aa･lleXenOate(IV),P･monomethyl

mesaconaldehydate(Ⅴ) を経て β･moI10methylmesaconate(ⅤⅠ) がえられ,さらに ⅤⅠの拾

鹸化によって既知の mesaconicacid(VII)がえられT=. この反応過程には二重結合の inversion

を起すおそれのある試薬および反応条件は全く含まれていないし,.mesaconicacidの I,la77S-構造

はすでに碇定されているから,この過程によって Ⅰおj:ぴ lIの trans一梯辻 が有機化学的に証明

される.

著者らが初め_T成功した第二菊酸全合成の階程にお

いて中間化合物として用いた metIlylα∂-dimethyl･

sorbate(ⅠⅠ) の αβ二韮結合が trans一稲造 をもっ

ことは,すでに前鞭l)において物理化学的にこれを証

明したところであるが,その後さらに有機化学的にも

確実な証明がえられたのでこ にゝ報告する.

a8-Dimdthylsorbicacid(Ⅰ)を Pd･BaS04の存

在のもとに部分還元す早と†_8二重結合が選択的に水

添されること,およびⅠⅠに ethyldiazoacetateを作

･::-Thisisa Japanese version of Studies on

Synthetic PyrethTOids. PartⅩⅠ, written in

EnglishandsubmittedtoBull.Agr.Chem.
Soc.Japan,vol.21,now inpress.

′
用させると 7,3'附加が選択的に起る3)ことは,Ⅰもし

くは ⅠⅠにある唖の酸化剤を適当な条件のもとで作用

させると γ8結合が選択的に敢化される可能位を示唆

する.こ ろゝみに Ⅰを柿酪酸のなかで H202をもち

いて酸化してみると少虫のmesaconicacid(VII)が

えられたので,peroxidationが Ⅰの γ8二重結合に

選択的に起ったことがわかる.しかしその間の反応経

過は詳かにすることができないから,中間に二重結合

(αβ)の stereomutationが起っていないとは言えない.

したがって VIIの生成だけで Ⅰの LTanS-構造 を速 ･

断することはできない.･そこで各階樫で stereomuta･

tionの起らないことを確かめつ ,ゝ7′8二重結合の選

択的硬化 を階段的 にす ゝめ よ うとしたのである.

227

＼J,


